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Q1.研究者を志したきっかけは？
A1. エネルギーを生かして、みんな
　   がワクワクする社会をつくりたい

　中学で進路を考え始めた頃、時代の
流れに左右されず、ずっと必要とされる
ものは何だろうと考え、エネルギーに
興味を持ったのが、この道に進んだきっ
かけです。学びを深めていくうちに、日
本の資源を生かして人々がワクワクす
るような社会をつくりたいと思うように
なりました。
　専門分野は「地熱エネルギー」の研
究です。地球の内部構造は解明されて
いないことが多く、興味深い世界です。
地熱の流れは非常に複雑ですが、例え
ば「岩石の隙間を流れる熱水の流れ」
を表す数式は、燃料電池やデバイス、
毛細血管などの流れにも共通する部
分があります。異なる現象も同じよう
な数式で表すことができる点に数字
の強さや科学の面白さ、奥深さを感じ
ます。

Q2.震災の経験がもたらしたものは？
A2.東北が自立するために必要な
　   インフラの構築を目指して

　地元も大学も東北なので、2011年
の東日本大震災は本当に衝撃的な出来
事でした。当時大学生だった私はボラン
ティア団体を立ち上げましたが、そこで
感じたのは東京の力を借りなければ立
ち上がれない東北の姿でした。「自立し
た東北をつくる」。震災によって顕在化
した社会問題に直面し、強くそう思いま
した。
　その後、米国に留学し、離れた環境か
ら故郷を見つめ直したとき、豊かな自
然を活かすことが東北の自立につなが
るのではないかと考え始めました。超
高齢化社会に突入した日本はネガディ
ブな話題であふれかえっています。こう
した状況を、日本の強みを活かしてポジ
ティブなものに変えていきたい。健康
な社会の実現には日本の資源であり、
自身の専門である地熱・温泉を使えな
いだろうか。そう考えて立ち上げたのが
「Waku２ as Life」という活動です。　
　ワーケーションなどを取り入れた温
泉地域での新しいライフスタイルの提
案や、多様なステークホルダー同士の
対話の場を設け、地域資源について意
識変容・行動変容を起こすための活動
を模索しています。

Q3.今後の展開と目指す未来像は？
A3.クリエーターでありエンターテイ
　   ナーとして活動の幅を広げる

　「Waku２ as Life」を通じて温泉地域
の人々と関わったことで、研究に対する
考え方が大きく変わりました。設計やデ
ザインには「対象をどんな状態にしたい
のか」という目的が不可欠です。これま
で自身の研究では、「30年先まで使え
る地熱発電所を作る」といった開発側の
立場で目的を設定していました。
　しかし今では、「みんなが納得できる
最大の地域資源利用は？」といった課題
を社会に問い掛けながら、科学技術と共
に目的を設定することの重要性を感じ、
人と資源を結ぶ地域社会をデザインし
ていきたいと思っています。
　ものを生み出すことや人を喜ばせた
いという気持ちがあらゆる活動における
モチベーションの源です。研究者という
枠にとらわれず、ワクワクする社会をつく
り出すクリエーターであり、エンターテイ
ナーとして笑顔があふれる東北の未来
をつくる活動を続けていきます。
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